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時計工藝新聞の
購読と広告掲載
のお申し込みは

☎０３-３５０１-９７２７

６
月
10
日『
時
の
記
念
日
』を
祝
日
に
‼　

時
計
工
藝
新
聞
社
は
提
唱
し
て
い
ま
す
６
月
10
日
の
「
時
の
記
念
日
」
は
、
大
正
９
年
（
１
９
２
０
年
）
に
制
定
さ
れ
た
歴
史
あ
る
記
念
日
で
あ
る
。
ま
た
、
祝
日
の
な
い
月
は
６
月
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
時
計
工
藝
新
聞
社
で
は
、
長
年
〝
時
の
記
念
日
を
祝
日
に
〟
を
提
唱
し
て
い
る
。

主なニュース主なニュース主なニュース
日本宝石協会が新春
研究会を開催 （２面）

能登半島地震被災者
にメガネ６００本 （３面）

2023 年シチズン・オブ・
ザ・イヤー決定 （４面）

　日本宝石協会（ＪＳＣ）は１
月１６日に「ＪＳＣ２０２４年
新春研究会」を開いた。

　日本メガネ協会は「能登半
島地震」の被災者に向け、計
６００本の緊急用支援メガネを
送付した。

　シチズン時計㈱は、１月５日
に選考委員会を開き「ブライン
ジェンヌ」チーム、三登浩成さ
ん、山田美緒さんに「２０２３
年シチズン・オブ・ザ・イヤー」
を決定した。

貴金属地金相場旬報
日　付 円相場金 銀Pt

１月18日㈭

19 日㈮

22 日㈪

23 日㈫

24 日㈬

25 日㈭

26日㈮

29日㈪

30日㈫

31日㈬

２月１日㈭

10,582〃

10,639〃

10,667〃

10,645〃

10,678〃

10,585〃

10,617〃

10,646〃

10,643〃

10,664〃

10,665〃

―田中貴金属工業調べ―

・ 価格は店頭渡しグラム当たり小売価格 （消費税込み）
・ 外国為替相場は米 1 ドル （午後５時現在の銀行間、 中心相場）

4,758円

4,860〃

4,824〃

4,800〃

4,824〃

4,815〃

4,777〃

4,866〃

4,921〃

4,888〃

4,886〃

148.15円

148.08〃

148.12〃

148.10〃

148.12〃

147.75〃

147.60〃

148.22〃

147.32〃

147.50〃

146.75〃

121.88円

122.76〃

121.44〃

119.24〃

121.00〃

121.88〃

123.09〃

123.20〃

124.30〃

124.19〃

122.65〃

【
お
詫
び
】

　
本
紙
１
月
20
日
号
１
面
の
日

本
時
計
協
会
の
写
真
で
樫
尾
副

会
長
と
あ
る
の
は
、
別
の
人
の

写
真
で
し
た
。
関
係
者
の
皆
様

に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し

た
。
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
全
東
京
記
章
商
工
協
同
組
合

（
出
井
久
幸
理
事
長
）
は
、
１

月
18
日
に
東
京
都
台
東
区
の
上

野
東
天
紅
に
約
50
人
の
関
係
者

が
参
集
し
て
新
年
会
を
開
催
し

た
。

　
最
初
に
出
井
理
事
長
が
「
今

年
は
甲
辰
の
良
い
年
な
の
で
す

が
、年
初
か
ら
能
登
半
島
地
震
、

羽
田
で
の
飛
行
機
事
故
と
重
な

り
、
新
年
の
気
分
で
は
な
い
。

被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
」
と
し
た
後

「
今
年
は
パ
リ
で
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
行
わ

れ
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
が
平
和
に

し
て
く
れ
て
業
界
も
少
し
づ
つ

良
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で

す
。
今
年
は
、
若
い
人
た
ち
も

来
て
い
ま
す
の
で
、
盛
り
上
げ

て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
を

行
っ
た
。

　
来
賓
挨
拶
で
は
、
日
本
イ
ベ

ン
ト
・
ス
ポ
ー
ツ
記
念
品
事
業

協
同
組
合
（
Ｎ
Ｅ
Ｓ
）
の
熊
谷

昌
之
代
表
理
事
は
「
こ
れ
か
ら

行
わ
れ
る
国
体
、
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
な
ど
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
」
と
し
た
後
「
現
在
、
担
当

者
が
高
齢
化
し
て
き
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
視
点
を
変
え

て
、
な
る
べ
く
多
く
の
方
々
に

Ｎ
Ｅ
Ｓ
の
事
業
に
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
し
た
。

　
続
い
て
和
気
監
事
が
「
今
年

は
、〝
全
て
は
甲
辰
年
か
ら
始

ま
る
〟
と
言
わ
れ
る
商
売
に
は

良
い
年
で
す
。
こ
れ
に
あ
や
か

り
良
い
年
に
し
て
い
き
た
い
」

と
乾
杯
の
発
声
を
行
い
祝
宴
へ

と
移
っ
た
。

　
宴
半
ば
で
は
、
若
手
の
参
加

者
の
紹
介
が
行
わ
れ
、
く
じ
引

き
抽
選
会
も
行
わ
れ
盛
り
上
が

っ
て
い
た
。

　
最
後
に
各
ブ
ロ
ッ
ク
長
が
挨

拶
を
行
い
、
熊
谷
ブ
ロ
ッ
ク
長

が
３
本
締
め
を
行
っ
た
。

小
池
百
合
子
東
京
都
知
事
の
ビ

デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
放
映
さ
れ

た
あ
と
来
賓
紹
介
と
電
報
が
披

露
さ
れ
た
。

　
こ
の
あ
と
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
マ

ー
ケ
ッ
ツ
ジ
ャ
パ
ン
㈱
の
ク
リ

ス
ト
フ
ァ
ー
・
イ
ヴ
社
長
が「
辰

年
は
勇
気
が
あ
れ
ば
成
功
し
ま

す
」
と
し
て
乾
杯
の
発
声
を
行

い
、
祝
宴
へ
と
移
っ
た
。

　
宴
半
ば
で
は
、
ジ
ュ
エ
リ
ー

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
１
級
合
格
者

へ
の
認
定
書
授
与
、
技
能
五
輪

入
賞
者
の
表
彰
、
ジ
ュ
エ
リ
ー

デ
ザ
イ
ン
ア
ワ
ー
ド
上
位
入
賞

者
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

ら
っ
し
ゃ
る
方
が
い
な
い
よ
う

で
す
。
日
本
で
は
夫
婦
で
ジ
ュ

エ
リ
ー
を
着
け
る
事
が
少
な
い

よ
う
で
す
の
で
、
協
会
が
率
先

し
て
働
き
か
け
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
苦
言
を
呈
し
た
。

　
次
に
ジ
ュ
エ
リ
ー
議
員
連
盟

の
野
田
聖
子
会
長
は
「
コ
ロ
ナ

が
明
け
、
新
し

い
ス
タ
イ
ル
で

世
界
と
の
つ
な

が
り
を
持
っ
て
い
っ
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。
夫
か
ら
バ
ー
ス

デ
ー
に
は
ジ
ュ
エ
リ
ー
を
く
れ

る
よ
う
な
こ
と
が
広
ま
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
」
と
挨
拶
。

辻
清
人
衆
議
院
議
員
の
挨
拶
、

事
業
の
出
展
の
増
加
な
ど
を
行

い
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
リ
ン
グ
や
真

珠
の
促
進
な
ど
様
々
な
施
策
を

考
え
て
い
ま
す
」
と
し
た
あ
と

「
日
本
の
も
の
づ
く
り
を
ジ
ャ

パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
発
信
し

て
い
く
ほ
か
日
本
の
ジ
ュ
エ
リ

ー
業
界
を
元
気
に
し
て
い
き
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
し
た
。

　
続
い
て
ジ
ュ
エ
リ
ー
議
員
連

盟
の
山
東
昭
子
顧
問
が
挨
拶
に

立
ち
「
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
は
地

味
で
す
ね
。
ご
夫
婦
同
伴
で
い

司
会
で
始
ま
り
、
最
初
に
能
登

半
島
地
震
の
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
々
に
全
員
で
黙
と
う
を
さ
さ

げ
た
。

　
最
初
に
挨
拶
に
立
っ
た
長
堀

会
長
は
、
能
登
半
島
地
震
の
被

災
者
へ
の
お
見
舞
い
の
言
葉
を

述
べ
た
あ
と
「
昨
年
の
５
月
に

コ
ロ
ナ
が
５
類
と
な
り
、
今
年

は
活
動
が
活
発
化
さ
れ
る
と
思

い
ま
す
。
協
会
は
、
ジ
ュ
エ
リ

ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
や
展
示
会

　
日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
（
長

堀
慶
太
会
長
）
は
、
１
月
24
日

に
上
野
精
養
軒

に
関
係
者
や
ジ

ュ
エ
リ
ー
議
員

連
盟
の
議
員
ら
約
２
０
０
人
が

参
集
し
て
新
春
懇
親
会
を
開
催

し
た
。

　
式
典
は
山
口
純
常
任
理
事
の

新
春
懇
親
会
開
催

全東京記章商工協同組合 新年会新年会

業界の若い風を期待業界の若い風を期待

各
ブ
ロ
ッ
ク
長
が
挨
拶

和
気
監
事
が
乾
杯
の
発
声

挨
拶
す
る
出
井
理
事
長（
左
は
新
年
会
の
会
場
）

新
年
の
抱
負
を
表
明
す
る
長
堀
会
長

（
下
は
賑
わ
う
会
場
）

Ｊ
Ｃ
１
級
合
格
者

技
能
五
輪
入
賞
者

デ
ザ
イ
ン
ア
ワ
ー
ド
上
位
入
賞
者

ジ
ュ
エ
リ
ー
関
連
表
彰
式
も

日
本
の
Ｊ
業
界
を
元
気
に
す
る

長
堀

会
長

小
池
都
知
事

業界関係者やＪ議員連盟
の議員ら約２００人が参集

Ｃ・イブ社長 辻清人衆議院議員 山東昭子Ｊ議連顧問 野田聖子Ｊ議連会長

Ｊ
Ｊ
Ａ
様
々
な
施
策
画計

Ｊ
Ｊ
Ａ

Ｊ
Ｊ
Ａ

Ｊ
Ｊ
Ａ

　
第
35
回
国
際
宝
飾
展
（
主

催
：
Ｒ
Ｘ
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
、
日
本

ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
、
通
称
Ｉ
Ｊ

Ｔ
２
０
２
４
）
が
１
月
17
日
～

20
日
の
日
程
で
、
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
東
館
で
開
催
さ
れ

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
が
２
類
か
ら

５
類
に
変
更
さ
れ
て
初
の
開
催

は
盛
況
で
、
確
定
値
の
来
場
者

数
２
万
１
４
１
２
人
は
昨
年
よ

り
１
３
５
３
人
多
く
、
出
展
は

６
１
９
社
だ
っ
た
。

　
主
催
す
る
Ｒ
Ｘ
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

は
出
展
企
業
の
売
上
拡
大
の
た

め「
常
に
自
ら
を
変
化
さ
せ
る
」

を
心
が
け
て
い
る
。
今
回
の
Ｉ

Ｊ
Ｔ
は
、
い
つ
も
に
も
増
し
て

そ
れ
を
感
じ
さ
せ
る
展
示
会
と

な
っ
た
。

　
一
番
の
変
化
は
、
印
象
で
30

中
国
株
式
市
場
か
ら
逃
避
資
金

が
日
本
を
含
め
、
各
国
に
流
入

し
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で

手
控
え
ら
れ
て
い
た
創
作
活
動

の
高
ま
り
か
ら
、
売
り
上
げ
を

伸
ば
し
て
い
た
。

　
パ
ー
ル
は
依
然
好
調
。
価
格

～
40
％
増
し
の
集
中
的
な
ネ
ッ

ト
広
告
。
狙
い
は
、
既
存
の
業

界
人
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か
ら

業
界
に
参
入
し
た
い
人
へ
の
告

知
。
こ
れ
が
来
場
者
増
に
つ
な

が
っ
た
。
顕
著
だ
っ
た
の
は
海

外
バ
イ
ヤ
ー
の
集
客
で
、
中
国

は
も
ち
ろ
ん
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な

ど
か
ら
の
海
外
事
前
登
録
者
が

前
年
比
３
倍
近
く
と
な
っ
た
。

　
売
上
は
個
店
ご
と
に
違
い
は

あ
る
が
好
調
さ
が
目
立
っ
た
の

は
ル
ー
ス
。
先
行
き
不
透
明
な

は
昨
年
の
熱
狂
的
な

ブ
ー
ム
か
ら
は
落
ち

着
い
た
が
、
売
れ
行

き
は
良
か
っ
た
。
今

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
に

よ
る
制
限
が
な
く
な

り
、
賃
上
げ
や
株
価

高
騰
の
追
い
風
を
受

け
て
婚
姻
数
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
。
ダ

イ
ヤ
や
色
石
も
売
れ

て
い
た
。

　
た
だ
し
、
全
体
的

に
高
価
格
帯
の
品
物

は
売
れ
に
く
く
な
っ

て
い
て
、
中
、
低
価

格
帯
が
中
心
だ
っ

た
。
20
数
年
ぶ
り
に

出
展
し
た
と
い
う
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
関
係
者

は
「
展
示
会
で
の
売

上
以
上
に
新
た
な
出

会
い
を
期
待
し
た
。

初
日
は
人
が
多
過
ぎ

て
じ
っ
く
り
話
が
で

き
な
か
っ
た
の
は
残

念
。
た
だ
、
中
国
以

外
の
ア
ジ
ア
の
業
者

と
も
接
点
が
で
き

た
」
と
い
う
。

　
心
配
さ
れ
た
中
国

人
バ
イ
ヤ
ー
の
仕
入

れ
は
、
高
額
品
以
外
は
大
き
な

変
化
は
な
か
っ
た
。「
た
だ
、

２
月
の
旧
正
月
を
過
ぎ
る
と
状

況
が
変
わ
る
か
も
」（
中
国
人

ソ
ー
シ
ャ
ル
バ
イ
ヤ
ー
）
と
の

声
も
聞
か
れ
た
。

売り上げ伸ばしたルース  高価格商品より中・低価格が中心

来
場
者
数
２
万
１
４
１
２
人 

出
展
６
１
９
社

盛
況
Ｉ
Ｊ
Ｔ

盛
況
Ｉ
Ｊ
Ｔ
総括

海
外
登
録
者
は
前
年
比
３
倍

増
加
を
呼
ん
だ
ネ
ッ
ト
広
告

ビデオ祝辞



第２５１７号 令和６年（２０２４年）２月５日 （２）（第三種郵便物認可）

稲見萌寧はスタート時間
カン違いであわや失格に

　
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ

ー
、
柔
道
、
ラ
グ
ビ
ー
、
ボ

ク
シ
ン
グ
…
…
。
ど
の
ス
ポ

ー
ツ
に
も
レ
フ
ェ
リ
ー(

審

判
員
）
が
い
て
、
ル
ー
ル
を

守
り
、競
技
を
円
滑
に
進
行
、

成
立
さ
せ
る
役
割
を
担
っ
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
、
五
輪
競

技
種
目
に
も
採
用
さ
れ
て
い

る
ゴ
ル
フ
に
は
レ
フ
ェ
リ
ー

が
い
な
い
。

　
プ
レ
ー
ヤ
ー
自
身
が
ル
ー

ル
に
精
通
し
て
、
自
ら
の
判

断
で
競
技
中
に
遭
遇
す
る
ト

ラ
ブ
ル
に
対
処
す
る
か
ら

だ
。

　
も
ち
ろ
ん
判
断
に
迷
っ
た

時
は
競
技
員
を
呼
び
、
裁
定

を
仰
ぐ
こ
と
も
で
き
る
が
、

ラ
ウ
ン
ド
中
に
プ
レ
ー
ヤ
ー

の
そ
ば
で
ル
ー
ル
を
厳
し
く

チ
ェ
ッ
ク
す
る
審
判
員
は
い

な
い
。

　
ゴ
ル
フ
は
時
間
に
関
し
て

も
厳
格
だ
。

　
ア
マ
チ
ュ
ア
も
セ
ル
フ
プ

レ
ー
で
は
所
要
時
間
ハ
ー
フ

２
時
間
15
分
が
目
安
と
推
奨

さ
れ
て
い
る
が
、
プ
ロ
の
試

合
で
は
ス
タ
ー
ト
時
間
か
ら

ホ
ー
ル
ア
ウ
ト
ま
で
の
タ
イ

ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
１
ホ
ー

ル
ご
と
に
分
刻
み
で
設
定
さ

れ
て
お
り
、
少
し
で
も
遅
れ

る
と
ス
ロ
ー
プ
レ
ー
の
警
告

対
象
と
な
る
。「
40
秒
ル
ー

ル
」
と
呼
ば
れ
、
打
順
が
回

っ
て
き
て
40
秒
以
内
に
ボ
ー

ル
を
打
た
な
い
と
ペ
ナ
ル
テ

ィ
ー
の
対
象
に
な
り
、
警
告

３
回
で
失
格
に
な
る
。

　
ま
た
、
ボ
ー
ル
探
し
は
３

分
以
内
、
カ
ッ
プ
の
縁
に
止

ま
っ
た
ボ
ー
ル
が
ホ
ー
ル
イ

ン
す
る
ま
で
10
秒
間
は
待
つ

こ
と
が
認
め
ら
れ
る
が
、
時

間
を
か
け
す
ぎ
る
と
不
当
な

遅
延
と
な
り
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

対
象
に
な
る
。

　
さ
ら
に
ス
タ
ー
ト
時
間
も

厳
守
だ
。
決
め
ら
れ
た
時
間

よ
り
早
く
ス
タ
ー
ト
し
て

も
、
遅
れ
て
も
ペ
ナ
ル
テ
ィ

ー
に
な
る
。
遅
刻
し
た
場
合

は
２
罰
打
、
５
分
以
上
遅
れ

る
と
失
格
。
５
分
以
上
早
く

ス
タ
ー
ト
し
て
も
失
格
に
な

る
。

　
だ
か
ら
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
時

間
に
敏
感
で
な
い
と
い
け
な

い
。

　
そ
ん
な
洗
礼
を
今
季
か
ら

米
女
子
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
に
挑

戦
し
て
い
る
日
本
の
女
子
プ

ロ
が
受
け
て
い
る
。

　
稲
見
萌
寧
は
初
戦
最
終
日

に
ス
タ
ー
ト
時
間
を
勘
違
い

し
て
、
あ
わ
や
失
格
に
な
る

と
こ
ろ
だ
っ
た
。

　
あ
さ
８
時
13
分
の
イ
ン
発

進
だ
っ
た
が
、
８
時
46
分
ス

タ
ー
ト
と
間
違
え
た
。
当
日

朝
に
な
っ
て
気
付
き
、
ス
タ

ー
ト
前
の
練
習
を
早
く
切
り

上
げ
て
10
番
テ
ィ
ー
に
走
っ

て
向
か
い
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

を
受
け
ず
に
済
ん
だ
。
日
本

と
は
違
い
、
米
国
で
は
ス
タ

ー
ト
時
間
の
発
表
が
遅
い
た

め
に
確
認
不
足
が
原
因
だ
っ

た
。

　
ま
た
ル
ー
キ
ー
の
西
郷
真

央
も
２
戦
目
で
プ
レ
ー
タ
イ

ム
の
計
測
が
告
げ
ら
れ
、「
焦

っ
た
」
と
言
う
。
タ
フ
な
設

定
に
コ
ー
ス
攻
略
に
手
間
取

り
、
プ
レ
ー
が
遅
れ
た
の
が

原
因
だ
っ
た
。

　
海
の
向
こ
う
で
は
す
で
に

主
戦
場
で
戦
う
畑
岡
奈
紗
、

古
江
彩
佳
、
笹
生
優
花
、
西

村
優
菜
、
勝
み
な
み
、
渋
野

日
向
子
に
加
え
て
、
今
年
か

ら
稲
見
、
西
郷
、
吉
田
優
利

の
３
選
手
が
参
戦
す
る
。

　
広
大
な
米
本
土
に
は
時
差

が
あ
り
、
移
動
も
国
内
と
は

違
い
フ
ラ
イ
ト
時
間
は
長

く
、
夜
間
飛
行
も
あ
る
。
新

た
に
挑
戦
す
る
女
子
プ
ロ

は
、
実
力
を
存
分
に
発
揮
す

る
た
め
に
体
内
時
計
の
リ
セ

ッ
ト
が
必
要
だ
と
い
え
る
。

　（
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
タ
ー
・

三
山
典
央
）

日
本
選
手
が

苦
戦
奮
闘
中

時
間
に
厳
し
い
米
女
子
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー

　
Ｑ
と
こ
ろ
で
、
三
島
さ
ん
は
Ｊ
Ｊ

Ｆ
２
０
２
２
で
開
催
さ
れ
た
第
７
回

Ｊ
Ｃ
接
客
コ
ン
テ
ス
ト
の
フ
ァ
イ
ナ

リ
ス
ト
で
、
第
３
位
で
し
た
。
コ
ン

テ
ス
ト
の
出
場
に
む
け
て
ど
の
よ
う

な
準
備
を
さ
れ
ま
し
た
か
？

　
準
備
は
色
々
と
し
ま
し
た
が
、
一

番
は
後
輩
が
ロ
ー
プ
レ
の
練
習
に
た

く
さ
ん
付
き
合
っ
て
く
れ
た
こ
と
で

す
。
後
輩
で
も
遠
慮
な
く
、
こ
う
し

た
方
が
い
い
、
と
沢
山
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
く
れ
ま
し
た
。
あ
の
時
間
は
今

で
も
私
に
と
っ
て
宝
物
で
す
。
ま
た

新
誕
生
石
が
発
表
さ
れ
て
か
ら
初
め

て
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
し
た
の
で
、
そ

れ
が
テ
ー
マ
に
な
る
と
予
想
し
て
い

ま
し
た
。
今
ま
で
触
れ
た
こ
と
の
な

い
宝
石
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
の
で
、

Ｊ
Ｃ
の
テ
キ
ス
ト
の
「
素
材
編
」
で

勉
強
を
し
ま
し
た
。

　
な
お
Ｊ
Ｊ
Ａ
が
開
催
し
て
い
る
、

前
田
妙
先
生
の
接
客
技
術
養
成
ス
ク

ー
ル
に
３
年
連
続
で
参
加
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
大
変
有
益

で
す
。
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の
参
加
で
も
、

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
前
田
先
生
が
教

え
て
下
さ
る
ジ
ュ
エ
リ
ー
に
お
け
る

歴
史
的
背
景
だ
っ
た
り
、
た
だ
着
飾

る
た
め
以
上
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
を
着
け

る
意
味
な
ど
を
、
お
客
様
に
対
し
て

ど
の
よ
う
に
言
葉
に
し
て
伝
え
て
い

く
の
か
、
と
い
う
、
今
知
り
た
い
事

を
学
べ
る
内
容
は
、
現
役
の
販
売
員

を
し
て
ら
っ
し
ゃ
る
前
田
先
生
な
ら

で
は
の
講
義
で
毎
年
勉
強
に
な
り
ま

す
。
コ
ン
テ
ス
ト
に
向
け
て
も
、
と

て
も
前
向
き
な
気
持
ち
に
な
れ
ま
し

た
。

　
さ
ら
に
、
弊
社
の
研
修
で
講
師
を

さ
れ
た
、
鈴
木
比
砂
江
先
生
の
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
は

通
勤
時
間
を
利
用
し
て
毎
日
聞
い
て

い
ま
し
た
。
鈴
木
比
砂
江
先
生
の
サ

イ
ン
本
は
私
に
と
っ
て
御
守
り
な
の

で
、
コ
ン
テ
ス
ト
当
日
に
も
持
ち
込

ん
で
い
ま
し
た
。

　
Ｑ
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
さ
れ
た
時

の
気
持
ち
は
ど
う
で
し
た
か
？

　
予
選
を
通
過
で
き
る
自
信
が
あ
っ

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
、
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
に
な
れ
た

こ
と
が
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
し

た
。
準
備
は
万
全
に
し
て
き
た
つ
も

り
で
し
た
が
、
最
終
の
コ
ン
テ
ス
ト

の
場
で
は
想
像
を
し
て
い
た
よ
り
遥

か
に
緊
張
を
し
て
し
ま
い
、
ほ
と
ん

ど
記
憶
が
あ
り
ま
せ
ん
。
中
々
思
っ

て
い
た
よ
う
な
演
技
は
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
表
彰
式
の
後
に
、
観
客

に
い
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
の
勉
強
を
さ
れ
て
い
る
大
学

生
の
方
が
声
を
か
け
て
き
て
く
だ
さ

り
、「
も
っ
と
話
を
聞
い
て
み
た
い
」、

「（
私
か
ら
）
買
い
た
い
と
思
っ
た
」

と
わ
ざ
わ
ざ
伝
え
に
来
て
く
れ
ま
し

た
。
思
っ
て
い
た
よ
う
な
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
少
し
だ
け
で

も
お
客
様
に
通
じ
た
の
だ
と
思
え

て
、
何
よ
り
も
嬉
し
く
思
え
た
瞬
間

で
し
た
。

　
Ｑ
コ
ン
テ
ス
ト
に
入
賞
を
し
て
か

ら
何
か
変
わ
り
ま
し
た
か
？

　
Ｊ
Ｃ
ヌ
ー
ボ
ー
と
い
う
、
Ｊ
Ｃ
メ

ン
バ
ー
の
有
志
サ
ー
ク
ル
を
ご
紹
介

い
た
だ
き
、
メ
ン
バ
ー
に
な
り
ま
し

た
。
販
売
を
担
当
し
て
い
る
方
は
も

ち
ろ
ん
、
製
造
、
デ
ザ
イ
ン
を
さ
れ

て
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
ば
か
り
で
、

情
熱
と
夢
を
持
っ
た
方
々
と
出
会
え

ま
し
た
。
人
脈
が
広
が
り
、
何
よ
り

「
ま
だ
ま
だ
勉
強
し
続
け
る
こ
と
が

大
切
な
ん
だ
」
と
い
う
気
持
ち
に
な

れ
ま
す
。

　
昨
今
、
Ｚ
世
代
と
呼
ば
れ
る
若
い

世
代
の
方
は
お
買
い
物
に
対
し
て
大

変
シ
ビ
ア
で
あ
る
と
は
言
わ
れ
て
は

お
り
ま
す
。
し
か
し
実
際
は
、
お
話

を
し
っ
か
り
と
伺
っ
て
い
く
と
見
え

て
く
る
、
熱
い
も
の
が
あ
る
と
感
じ

ま
す
。隠
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、

ジ
ュ
エ
リ
ー
を
選
ぶ
と
い
う
選
択
を

さ
れ
る
時
に
、
私
は
こ
う
な
り
た

い
、
こ
う
い
う
大
人
に
な
り
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
っ
た
り
、
ま
た
ギ
フ

ト
に
お
い
て
も
お
相
手
の
こ
と
を
考

え
て
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ

た
提
案
な
ど
が
購
入
の
き
っ
か
け
に

な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
で
す
の

で
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
心
を
開
い
て

い
た
だ
け
る
会
話
力
、
質
問
力
、
傾

聴
力
、つ
ま
り
は
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
、

ア
プ
ロ
ー
チ
が
一
番
重
要
で
あ
る
と

感
じ
ま
す
。
そ
こ
は
や
は
り
知
識
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
お
客
様
に
安
心
感

を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
人
間
力

を
鍛
え
て
い
く
こ
と
が
私
の
課
題
だ

と
日
々
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
―
―
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

【機密性２】

独立行政法人 造幣局
単位：個

前 年 度 本 年 度 前年比(％) 前 年 度 本 年 度 前年比(％)

指輪 305 50 16.4% 1,520 1,397 91.9%

ﾈｯｸﾚｽ 2,359 2,437 103.3% 28,392 38,120 134.3%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 608 526 86.5% 6,866 6,571 95.7%

その他 54 551 1020.4% 1,057 3,225 305.1%

計 3,326 3,564 107.2% 37,835 49,313 130.3%

指輪 431 198 45.9% 1,941 1,739 89.6%

ﾈｯｸﾚｽ 12,806 12,686 99.1% 117,474 132,568 112.8%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 2,085 4,524 217.0% 31,664 39,164 123.7%

その他 2,304 3,642 158.1% 25,868 34,229 132.3%

計 17,626 21,050 119.4% 176,947 207,700 117.4%

指輪 0 0 － 0 4 －

ﾈｯｸﾚｽ 4 0 － 4 49 1225.0%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 0 0 － 0 0 －

その他※ 985 821 83.4% 16,990 16,768 98.7%

計 989 821 83.0% 16,994 16,821 99.0%

指輪 202 0 － 429 230 53.6%

ﾈｯｸﾚｽ 0 37 － 98 139 141.8%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 10 0 － 149 40 26.8%

その他 0 0 － 0 0 －

計 212 37 17.5% 676 409 60.5%

指輪 938 248 26.4% 3,890 3,370 86.6%

ﾈｯｸﾚｽ 15,169 15,160 99.9% 145,968 170,876 117.1%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 2,703 5,050 186.8% 38,679 45,775 118.3%

その他 3,343 5,014 150.0% 43,915 54,222 123.5%

計 22,153 25,472 115.0% 232,452 274,243 118.0%

※銀製品（その他）の詳細

前 年 度 本 年 度 前年比(％) 前 年 度 本 年 度 前年比(％)

メダル 307 171 55.7% 977 1,861 190.5%

盃 240 541 225.4% 11,930 10,773 90.3%

バッジ 0 0 － 1,729 1,971 114.0%

その他 438 109 24.9% 2,354 2,216 94.1%

計 985 821 83.4% 16,990 16,821 99.0%

貴金属製品の品位証明受付状況
（令和5年12月)

地  金 種  類
対前年度同月受付実績比較 対前年度受付実績累計比較

白金製品

金製品
(WG含む)

コンビ製品

合　計

銀製品

地  金 種  類
対前年度同月受付実績比較 対前年度受付実績累計比較

銀製品
（その他）

　
ジ
ュ
エ
リ
ー
産
業
の
健
全
な
発
展
と
消
費
者
の
利
益
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
１
９
９
７
年
、（
一
社
）
日
本
ジ
ュ

エ
リ
ー
協
会
（
Ｊ
Ｊ
Ａ
）
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
専
門
資
格
Ｊ

Ｃ
（
ジ
ュ
エ
リ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）。

　
創
設
以
来
27
年
間
で
合
格
者
が
３
万
人
を
超
え
、
そ
の
幅

広
い
知
識
を
活
か
し
て
、
消
費
者
と
ジ
ュ
エ
リ
ー
を
繋
ぐ
架

け
橋
と
な
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｃ
は
１
級
か
ら
３
級
ま
で
あ
り
、

各
級
の
テ
キ
ス
ト
・
試
験
範
囲
に
は
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
産
業
に

　
Ｑ
ま
ず
は
現
在
在
籍
さ
れ
て
い
る

お
店
の
紹
介
と
、
ご
自
身
の
仕
事
内

容
に
つ
い
て
教
え
く
だ
さ
い
。

　
名
古
屋
栄
三
越
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー

売
り
場
に
ご
ざ
い
ま
す
ヴ
ァ
ン
ド
ー

ム
青
山
に
て
ジ
ュ
エ
リ
ー
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
務
め
て
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
子
ど
も
が
５

歳
な
の
で
、
チ
ー
ム
の
協
力
を
得
て

16
時
35
分
ま
で
の
時
短
勤
務
で
働
い

て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
保
育
園
の

保
護
者
会
長
も
務
め
て
い
ま
す
の

で
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
毎
日
で
す
。

　
Ｑ
休
む
間
も
な
い
、
多
忙
な
毎
日

で
す
ね
。
そ
も
そ
も
な
ぜ
ジ
ュ
エ
リ

ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
資
格
を
取
得

し
よ
う
と
思
っ
た
の
で
す
か
？ 

　
私
は
幼
い
頃
か
ら
音
楽
を
学
び
、

名
古
屋
芸
術
大
学
音
楽
学
部
（
現
芸

術
学
部
）
を
卒
業
後
、
20
代
後
半
ま

で
は
演
奏
活
動
を
し
な
が
ら
ア
ク
セ

サ
リ
ー
や
ジ
ュ
エ
リ
ー
と
関
わ
る
仕

事
に
、
派
遣
社
員
と
し
て
携
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
音
楽
に
対
し
て
自
分
自

身
の
能
力
の
限
界
を
感
じ
、
そ
の
後

２
０
１
１
年
に
現
在
勤
務
し
て
い
る

㈱
ヴ
ァ
ン
ド
ー
ム
ヤ
マ
ダ
に
入
社
い

た
し
ま
し
た
。
数
年
は
コ
ス
チ
ュ
ー

ム
ジ
ュ
エ
リ
ー
を
担
当
し
て
お
り
ま

し
た
。
そ
の
後
ジ
ュ
エ
リ
ー
担
当
に

な
っ
た
の
で
す
が
、
今
の
時
代
、
お

客
様
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し

た
り
し
て
事
前
に
た
く
さ
ん
の
知
識

や
疑
問
を
お
持
ち
に
な
っ
て
か
ら
来

店
さ
れ
ま
す
の
で
、
明
ら
か
に
自
分

自
身
の
知
識
不
足
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
、
勉
強
熱
心
な
後
輩
が
Ｊ

Ｃ
資
格
を
持
っ
て
お
り
、
取
得
を
勧

め
て
く
れ
た
の
で
、
す
ぐ
に
勉
強
を

は
じ
め
取
得
し
ま
し
た
。

　
Ｑ
な
る
ほ
ど
。
音
楽
家
か
ら
の
転

身
と
は
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
業
界
で
は
あ

ま
り
聞
か
な
い
経
歴
で
す
よ
ね
。
Ｊ

Ｃ
受
験
に
あ
た
っ
て
は
、
ど
の
よ
う

な
勉
強
を
さ
れ
ま
し
た
か
？

　
３
級
は
と
に
か
く
テ
キ
ス
ト
を
読

み
込
み
ま
し
た
。
Ｊ
Ｊ
Ａ
か
ら
販
売

さ
れ
て
い
る
３
級
試
験
対
策
講
座
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
取
り
寄
せ
、
繰
り
返
し
観

ま
し
た
。
や
は
り
一
人
で
テ
キ
ス
ト

を
読
む
よ
り
、
授
業
の
よ
う
な
形
で

Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
見
る
こ
と
で
よ
り
理
解
が

深
ま
り
ま
し
た
。

　
３
級
を
取
得
し
約
１
年
半
の
育
児

休
暇
取
得
後
、
２
級
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
想
像
以

上
に
勉
強
時
間
の
確
保
が
難
し
く
、

一
年
に
一
科
目
ず
つ
合
格
を
し
、
ト

ー
タ
ル
で
３
年
か
け
て
２
０
２
２
年

に
取
得
を
し
ま
し
た
。

　
試
験
１
カ
月
前
な
ど
は
、
早
朝
し

か
勉
強
時
間
が
確
保
で
き
な
か
っ
た

の
で
、
朝
５
時
起
き
で
集
中
し
て
取

り
組
み
ま
し
た
。

　
当
時
を
思
い
出
し
ま
す
と
大
変
だ

っ
た
と
感
じ
ま
す
が
、
子
育
て
が
始

ま
っ
て
も
諦
め
た
く
な
い
、
と
い
う

気
持
ち
が
強
か
っ
た
の
で
そ
の
後
の

自
信
に
繋
が
り
ま
し
た
。
取
り
寄
せ

ら
れ
る
過
去
問
題
を
何
度
も
繰
り
返

し
解
き
ま
し
た
ね
。

　
Ｑ
資
格
を
取
得
す
る
際
や
取
得
後

に
、
会
社
か
ら
何
か
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

の
よ
う
な
も
の
は
あ
り
ま
し
た
か
？

　
私
が
受
験
し
た
当
時
は
、
特
に
会

社
か
ら
そ
う
い
っ
た
も
の
は
な
く
、

テ
キ
ス
ト
や
受
験
料
は
全
て
自
費
で

ま
か
な
い
ま
し
た
。
し
か
し
最
近
に

な
っ
て
登
録
料
や
更
新
料
を
会
社
が

負
担
す
る
制
度
が
始
ま
り
、
助
か
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
資
格
を
取
得
す
る

と
、
そ
の
級
に
合
わ
せ
た
褒
賞
金
も

支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
皆
励
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｑ
資
格
を
取
得
し
て
、
ど
の
よ
う

な
役
に
立
ち
ま
し
た
か
？

　
資
格
を
取
得
し
た
か
ら
と
い
っ

て
、
す
ぐ
に
売
り
上
げ
に
繋
が
る
も

の
で
は
当
然
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

そ
の
努
力
が
お
客
様
へ
の
信
頼
に
繋

が
り
、
そ
し
て
本
人
に
と
っ
て
も
最

後
の
一
押
し
の
自
信
に
繋
が
る
と
思

い
ま
す
。

　
Ｑ
今
後
、
上
の
資
格
を
目
指
す
気

持
ち
は
あ
り
ま
す
か
？

　
何
年
も
か
か
っ
て
し
ま
う
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
、
１
級
取
得
を
目
指
し

て
勉
強
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
Ｑ
こ
れ
か
ら
資
格
取
得
を
目
指
す

方
へ
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
れ
ば
お
願

い
し
ま
す
。

　
仕
事
を
し
た
り
、
家
庭
が
あ
っ
た

り
と
い
う
中
で
勉
強
を
し
て
い
く
こ

と
は
大
変
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
是

非
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
Ｊ
Ｃ
機
関
誌
に
は
大

変
有
益
な
情
報
が
毎
回
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
し
、
無
料
で
参
加
出
来
る
セ

ミ
ナ
ー
も
定
期
的
に
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
も
の
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
ご
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
向
上

に
も
繋
が
り
、
メ
リ
ッ
ト
は
と
て
も

大
き
い
と
思
い
ま
す
。

三
島
あ
す
み
さ
ん
Ｊ
Ｃ
２
級

子
育
て
し
な
が
ら
勉
強
そ
の
努
力
が

お
客
様
へ
の
信
頼
に
繋
が
り
自
信
に

『
接
客
コ
ン
テ
ス
ト
３
位
』接
客
技
術

養
成
ス
ク
ー
ル
は
大
変
有
益
で
し
た

お客様に安心感を与えられる人間力を鍛えていくことが私の課題

従
事
す
る
人
に
と
っ
て
、
重
要
な
エ
ッ
セ
ン
ス
が
数
多
く
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。
若
手
従
業
員
の
育
成
に
も
有
用
な
こ
と

か
ら
、
Ｊ
Ｊ
Ａ
で
は
販
売
の
み
な
ら
ず
製
造
、
卸
売
な
ど
幅

広
い
職
種
で
積
極
的
な
取
得
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
毎
年
注
目
の
Ｊ
Ｃ
に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
当
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
今
回
音
楽
家
か
ら
ジ
ュ
エ
リ
ー
販
売
員
に
転
身
し
た
と

い
う
異
色
の
経
歴
を
持
つ
、
三
島
あ
す
み
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
実
施
。
現
在
子
育
て
の
只
中
に
あ
る
と
い
う
三
島
さ

ん
か
ら
、
Ｊ
Ｃ
の
取
得
に
至
る
経
緯
や
有

用
性
な
ど
を
聞
い
た
。

音
楽
家
か
ら
ジ
ュ
エ
リ
ー
販
売
員
に
転
身

名古屋栄三越アクセサリー売り場

「ヴァンドーム青山」勤務

ＪＣ資格取得で私が得たもの  インタビュー

資
格
取
得
日

２
０
２
２
年
１
月

資
格
取
得
日

２
０
２
２
年
１
月

三
島
あ
す
み
さ
ん
Ｊ
Ｃ
２
級

　
日
本
宝
石
協
会
（
堀
内
信
之
理
事

長
、
Ｊ
Ｓ
Ｃ
）
は
１
月
16
日
に
大
阪
市

中
央
区
の
南
船
場
会
館
で
「
Ｊ
Ｓ
Ｃ

２
０
２
４
年
新
春
研
究
会
」を
開
い
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
〝
明
日
死
ぬ
か
の
よ

う
に
生
き
よ
、
永
遠
に
生
き
る
か
の
よ

う
に
学
べ
！
〟
と
し
て
２
つ
の
会
員
研

究
と
２
つ
の
特
別
ゼ
ミ
が
行
わ
れ
た
。

　
会
員
研
究
①
は
『
宝
石
英
語
エ
ピ

ソ
ー
ド
』。
ド
ミ
ト
ラ
ス
ク
直
子
氏
　

IM
A-Ceritificate  GIA Diam

ond 
Essential

　
普
段
、
私
た
ち
が
ジ
ュ
エ
リ
ー
に
触

れ
る
中
で
当
た
り
前
に
使
っ
て
い
る
言

葉
に
は
、
宝
石
と
か
け
離
れ
た
別
の
意

味
を
含
む
も
の
が
あ
っ
て
興
味
深
く
感

じ
た
。
非
常
に
よ
く
使
うbrilliant

（
ブ

リ
リ
ア
ン
ト
）
は
イ
ギ
リ
ス
で
はexc

ellent

（
エ
ク
セ
レ
ン
ト
）
と
同
じ
よ

う
に
褒
め
る
際
に
使
う
そ
う
で
、
ブ
リ

リ
ア
ン
ト
カ
ッ
ト
の
綺
麗
で
完
璧
な
イ

メ
ー
ジ
と
結
び
つ
い
た
。

　
会
員
研
究
②
は
『
メ
タ
ル
テ
ク
ス
チ

ャ
ー
・
表
面
処
理
の
試
作
研
究
』。
平

ー
を
作
る
と
な
る
と
表
面
に
し
か
意
識

が
行
か
な
か
っ
た
の
で
、
内
部
を
変
化

さ
せ
て
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
を
作
る
仕
組
み

は
視
点
が
変
わ
り
新
鮮
に
感
じ
た
。
　

　
特
別
ゼ
ミ
①
は
『
宝
飾
用
合
成
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド 

―
最
近
の
状
況
―
』。
北
脇

裕
士
博
士
中
央
宝
石
研
究
所
リ
サ
ー
チ

室
部
長  FGA

、CGJ

　
こ
こ
数
年
で
よ
く
聞
く
よ
う
に
な
っ

た
合
成
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
に
つ
い
て
の
知

識
を
深
め
ら
れ
た
。
主
に
、
高
温
高
圧

で
精
製
す
るHPHT

合
成
法
と
プ
ラ

ズ
マ
状
態
を
作
り
ガ
ス
か
ら
精
製
す
る

CVD

合
成
法
は
宝
石
品
質
の
結
晶
を

作
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
た
め
、
世

界
の
市
場
に
多
く
出
回
っ
て
い
る
。

　
そ
の
は
ず
だ
が
、
私
は
合
成
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
を
使
用
し
て
い
る
商
品
を
見
た

り
、身
に
つ
け
た
り
す
る
機
会
が
な
く
、

身
近
に
感
じ
て
い
な
か
っ
た
。
実
際
、

合
成
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
小
売
市
場
に
お

い
て
日
本
は
１
％
で
あ
っ
た
。
私
た
ち

は
馴
染
み
が
な
い
分
、
海
外
の
人
よ

り
天
然
と
合
成
の
見
分
け
が
難
し
い

と
思
う
の
で
、
信
用
あ
る
商
売
を
す

る
た
め
に
も
厳
し
く
確
認
す
る
必
要

が
あ
る
。

　
特
別
ゼ
ミ
②
は
『
ブ
ラ
ン
ド
構
築

と
発
展
の
歴
史
』。
小
谷
年
司
栄
光

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
代
表
取
締
役

会
⻑

　
ブ
ラ
ン
ド
に
は
憧
れ
が
必
要
と
仰

っ
て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。
有

名
な
会
社
の
中
に
は
憧
れ
と
い
う
よ

り
そ
の
も
の
を
指
す
言
葉
と
し
て
ブ

ラ
ン
ド
名
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
一
声
に
ブ
ラ
ン
ド
と
言
っ
て
も

形
態
は
一
つ
で
は
な
い
と
学
ん
だ
。

小
谷
さ
ん
の
話
し
を
聞
い
て
い
る
中

で
、
様
々
な
地
に
自
ら
足
を
踏
み
込

み
自
分
で
見
聞
き
す
る
こ
と
、
人
と

の
繋
が
り
で
信
頼
を
作
っ
て
い
く
こ

と
が
根
底
に
あ
る
と
感
じ
た
。
深
い

内
容
の
中
に
も
ユ
ー
モ
ア
が
あ
り
、

捉
え
方
が
前
向
き
だ
と
思
っ
た
。

　
ブ
ラ
ン
ド
を
築
く
に
あ
た
っ
て

は
、
何
が
し
た
い
の
か
軸
を
持
ち
、

ス
ト
ー
リ
ー
性
を
持
ち
、
自
信
を
持
っ

て
扱
う
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
。
テ
ィ

フ
ァ
ニ
ー
、
カ
ル
テ
ィ
エ
、
ヴ
ァ
ン
ク

リ
ー
フ
ア
ン
ド
ア
ー
ペ
ル
な
ど
も
そ
れ

ぞ
れ
に
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
り
、
人
々
の

憧
れ
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

　
規
模
は
違
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
私

た
ち
が
所
属
す
る
会
社
も
支
持
し
て
く

だ
さ
る
顧
客
が
い
て
誰
か
の
憧
れ
に
な

っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

新
春
研
究
会
の
様
子

２つの会員研究と２つの特別ゼミの要点

日
本
宝
石
協
会
が
開
催

新
春
研
究
会

日
本
宝
石
協
会
が
開
催

新
春
研
究
会

尾
佳
子
氏jewels and orna

m
ents SINRA 

デ
ザ
イ
ナ
ー
、

FGA

、GIA-G.G.

　
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
と
聞
く
と
、
地

金
を
叩
い
た
り
、
傷
を
つ
け
た
り

す
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
た
め
、

熱
を
加
え
て
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
を
作

る
”
レ
テ
ィ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
加

工
”
が
斬
新
だ
っ
た
。

　《
レ
テ
ィ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

や
り
方
》
①
地
金
を
強
く
熱
す
る

※
溶
け
な
い
程
度
に
　
②
希
硫
酸

に
入
れ
て
酸
化
被
膜
を
と
る
〜
①

と
②
を
複
数
回
繰
り
返
す
〜
地
金

の
表
面
に
シ
ワ
の
よ
う
な
網
目
模

様
が
入
っ
て
く
る
の
で
好
み
の
具

合
で
完
成
。
こ
の
テ
ク
ス
チ
ャ
ー

を
発
生
さ
せ
る
に
は
、
表
面
の
融

点
が
内
部
の
融
点
よ
り
も
高
温
で

あ
る
状
態
を
作
る
こ
と
が
必
要

だ
。
熱
い
豆
乳
の
上
に
膜
が
張
り

シ
ワ
が
よ
る
湯
葉
の
よ
う
に
、
地

金
の
内
部
が
高
温
に
な
る
と
、
表

面
の
層
は
内
部
に
引
っ
張
ら
れ
、

模
様
が
生
ま
れ
る
。
テ
ク
ス
チ
ャ
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１
９
７
０
年
生
ま
れ
、東
京
都
出
身
。

16
歳
で
渡
米
し
て
江
連
忠
プ
ロ
と
出

会
い
、
試
合
を
転
戦
し
な
が
ら
ゴ
ル

フ
最
新
理
論
を
学
ぶ
。
96
年
日
本
プ

ロ
テ
ス
ト
合
格
。
多
く
の
プ
ロ
、
ア

マ
を
指
導
し
、レ
ッ
ス
ン
が
大
人
気
。

スコアアップの
　　　　近道
スコアアップの
　　　　近道
スコアアップの
　　　　近道

プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
小
野
寺
誠
の
極
意

　
ゴ
ル
フ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
楽

し
み
方
が
あ
り
ま
す
。
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
し
て
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
を
減
ら
す
競
技
志
向
ゴ
ル
フ

も
あ
れ
ば
、
仲
間
と
和
気
あ
い

あ
い
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
プ

レ
ー
す
る
エ
ン
ジ
ョ
イ
ゴ
ル

フ
。

　
ま
た
乗
用
カ
ー
ト
を
使
わ

ず
、
歩
き
な
が
ら
足
腰
を
鍛
え

る
健
康
ゴ
ル
フ
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
賭
け
ゴ
ル
フ
で
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
の
枚
数
を
競
う
ゴ
ル

フ
も
あ
り
、「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ゲ
ー
ム
」
は
よ
く
知
ら
れ
る
ベ

ッ
ト
で
し
ょ
う
。
グ
リ
ー
ン
に

全
員
が
オ
ン
し
て
、
ピ
ン
か
ら

遠
い
順
に
金
（
４
点
）、銀
（
３

点
）、
銅
（
２
点
）、
鉄
（
１
点
）

が
決
ま
り
ま
す
。

　
１
パ
ッ
ト
と
沈
め
る
と
ポ
イ

ン
ト
を
獲
得
で
き
ま
す
。
グ
リ

ー
ン
の
外
か
ら
直
接
カ
ッ
プ
イ

ン
す
れ
ば
高
得
点
の
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
（
５
点
）
で
す
。
グ
リ
ー

ン
上
の
パ
ッ
ト
勝
負
で
あ
り
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ゲ
ー
ム
に

夢
中
に
な
り
す
ぎ
は
禁
物

ス
コ
ア
に
関
係
な
く
遊
べ
る
た

め
、
多
く
の
ゴ
ル
フ
ァ
ー
が
夢

中
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。

　
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
飛
ば
し

自
慢
よ
り
も
、
パ
ッ
ト
上
手
が

多
い
年
配
ゴ
ル
フ
ァ

ー
に
人
気
の
賭
け
の

よ
う
で
す
。

　
た
だ
、
ス
コ
ア
メ

ー
ク
そ
っ
ち
の
け

で
、
次
の
テ
ィ
ー
イ

ン
グ
エ
リ
ア
に
向
か

う
間
は
稼
い
だ
点
数

計
算
に
必
死
で
す
。

　
ま
た
鉄
よ
り
も

銅
、
銀
よ
り
も
金
が

い
い
と
、
高
得
点
狙

い
で
同
伴
プ
レ
ー
ヤ

ー
よ
り
も
ピ
ン
か
ら

遠
い
場
所
に
乗
せ
よ

う
と
す
れ
ば
、
ピ
ン

を
狙
う
シ
ョ
ッ
ト
や

ア
プ
ロ
ー
チ
が
い
い

加
減
に
な
る
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。

　
ア
マ
チ
ュ
ア
で

ン
に
乗
る
な
」
と
叫
ぶ
ゴ
ル
フ

ァ
ー
も
い
る
か
ら
驚
き
で
す
。

自
分
の
ボ
ー
ル
よ
り
も
、
同
伴

プ
レ
ー
ヤ
ー
の
ボ
ー
ル
位
置
ば

か
り
気
を
取
ら
れ
た
ら
、
テ
ィ

ー
シ
ョ
ッ
ト
か
ら
カ
ッ
プ
イ
ン

ま
で
１
打
、
１
打
を
つ
な
ぐ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
が
疎
か
に
な
り
ま

す
。
す
る
と
、
グ
リ
ー
ン
を
外

し
た
ミ
ス
シ
ョ
ッ
ト
に
も
感
情

が
入
ら
ず
、
ス
イ
ン
グ
が
雑
に

な
り
、
次
の
ラ
ウ
ン
ド
に
向
け

て
修
正
す
る
の
に
時
間
が
か
か

り
ま
す
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ゲ
ー
ム
が
ダ

メ
、
と
い
う
話
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ス
コ
ア
の
４
割
は
パ
ッ
ト

数
が
占
め
て
お
り
、
少
な
い
打

数
で
カ
ッ
プ
イ
ン
す
れ
ば
好
ス

コ
ア
に
つ
な
が
り
ま
す
。
だ
か

ら
、
金
で
あ
ろ
う
と
、
鉄
で
あ

ろ
う
と
、
ポ
イ
ン
ト
に
関
係
な

く
１
パ
ッ
ト
で
沈
め
る
事
に
集

中
し
て
く
だ
さ
い
。
グ
リ
ー
ン

に
乗
ら
な
く
て
も
い
い
、
と
い

う
ゴ
ル
フ
の
ス
タ
ン
ス
は
悪
質

で
す
。

　
グ
リ
ー
ン
に
乗
っ
た
ら
１
パ

ッ
ト
で
入
れ
る
︱
︱
。
そ
れ
が

ベ
ッ
ト
に
も
勝
つ
秘
訣
と
い
え

ま
す
。

点数にこだわらずパットに集中
も
本
来
な
ら
ピ
ン
ま
で
残
り

１
０
０
ヤ
ー
ド
な
ら
確
実
に
オ

ン
さ
せ
て
、
２
パ
ッ
ト
の
ス
コ

ア
メ
ー
ク
が
基
本
で
す
。
と
こ

ろ
が
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
な
ら
ラ
ッ

キ
ー
と
ば
か
り
に
、「
グ
リ
ー

２１世紀の医療

健康の
　　知っ得

２１世紀の医療２１世紀の医療

健康の
　　知っ得
健康の
　　知っ得

裏
話

が
厄
介
な
の
は
皮
膚
症
状
が
治
ま

っ
た
後
も
、
痛
み
が
継
続
す
る
帯

状
疱
疹
後
神
経
痛
（PHN

）
と

呼
ば
れ
る
合
併
症
を
発
症
す
る
恐

れ
が
あ
る
こ
と
で
す
。
人
に
よ
っ

て
は
数
か
月
あ
る
い
は
年
単
位
で

絶
え
間
な
い
痛
み
に
さ
ら
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
50
歳
以
上
の

２
割
がPHN

に
移
行
す
る
と
言

わ
れ
、
年
齢
が
高
く
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
帯
状
疱
疹
か
ら
の
移
行
率
は

高
く
な
る
の
で
す
。

　
帯
状
疱
疹
は
ほ
か
に
、角
膜
炎
、

結
膜
炎
、
ぶ
ど
う
膜
炎
や
顔
面
神

経
麻
痺
、
耳
鳴
り
、
め
ま
い
、
難

聴
、
脳
炎
、
運
動
麻
痺
、
筋
萎
縮
、

膀
胱
・
直
腸
障
害
、
肺
炎
、
肝
炎

な
ど
の
合
併
症
を
発
症
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　
気
に
な
る
人
は
水
痘
ワ
ク
チ
ン

摂
取
を
検
討
す
る
と
い
い
で
し
ょ

う
。 

（
医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・

滝
川
七
海
男
）

　
糖
尿
病
の
人
が
か
か
り
や
す
い

皮
膚
病
と
い
え
ば
、
水
虫
が
有
名

で
す
。
し
か
し
、
帯
状
疱
疹
に
も

注
意
が
必
要
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

以
降
に
と
く
に
急
増
し
て
い
て
、

顔
や
体
の
片
側
の
皮
膚
に
ピ
リ
ピ

リ
、
チ
ク
チ
ク
し
た
痛
み
が
起
き

た
数
日
後
に
激
痛
を
伴
う
赤
い
発

疹
が
現
れ
、
水
ぶ
く
れ
と
共
に
帯

状
に
広
が
る
皮
膚
病
で
す
。
体
の

片
側
に
現
れ
る
の
が
特
徴
で
、顔
、

頭
、
胸
、
腹
部
、
背
中
、
腰
、
股

間
な
ど
に
発
症
す
る
こ
と
が
多
い

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
周
り
に
も
帯
状
疱
疹
を
発
症

し
て
困
っ
て
お
ら
れ
る
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
そ
の
原
因
は
、
子
供
の
頃
に
か

か
っ
た
水
ぼ
う
そ
う
の
原
因
ウ
イ

ル
ス
で
す
。
水
ぼ
う
そ
う
が
治
っ

た
後
も
ウ
イ
ル
ス
が
脊
髄
に
残

り
、
本
人
の
免
疫
が
落
ち
た
時
に

神
経
に
沿
っ
て
神
経
症
状
が
現
れ

免疫力が大きく低下
男性より女性に傾向が強く

る
の
で
す
。
む
ろ
ん
、
心
身
と
も

に
健
康
で
あ
れ
ば
こ
の
ウ
イ
ル
ス

が
活
性
化
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
加
齢
や
疲
労
、
ス
ト
レ
ス

な
ど
で
免
疫
が
低
下
す
る
と
、
免

疫
で
抑
え
ら
れ
な
く
な
り
、
潜
ん

で
い
た
ウ
イ
ル
ス
が
活
性
化
し
て

発
症
し
ま
す
。
そ
の
た
め
免
疫
が

低
下
し
や
す
い
50
歳
以
降
は
帯
状

疱
疹
が
出
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
糖
尿
病
は
新
型
コ
ロ
ナ
同
様
、

体
の
免
疫
を
大
き
く
低
下
さ
せ
る

た
め
、
糖
尿
病
の
人
や
そ
の
予
備

軍
は
帯
状
疱
疹
に
は
注
意
が
必
要

な
の
で
す
。

　
そ
も
そ
も
免
疫
と
は
、
外
部
か

ら
侵
入
し
て
き
た
ウ
イ
ル
ス
や
細

菌
な
ど
の
病
原
体
か
ら
体
を
防
御

し
た
り
、
体
内
の
老
廃
物
や
死
ん

だ
細
胞
や
発
生
し
た
が
ん
細
胞
を

処
分
し
、
傷
つ
い
た
組
織
が
あ
れ

ば
そ
れ
を
修
復
す
る
働
き
の
こ
と

を
言
い
ま
す
。

　
そ
の
免
疫
に
は
、
生
ま
れ
な
が

ら
に
備
わ
っ
て
い
る
自
然
免
疫
と

一
度
体
内
に
侵
入
し
た
病
原
体
の

情
報
を
記
憶
し
て
、
再
侵
入
し
た

と
き
に
対
応
す
る
た
め
の
獲
得
免

疫
と
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　
糖
尿
病
で
高
血
糖
が
続
く
と
こ

う
し
た
免
疫
担
当
細
胞
の
機
能
が

低
下
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。

　
実
際
に
カ
ナ
ダ
の
研
究
で
は
、

成
人
の
糖
尿
病
患
者
の
帯
状
疱
疹

糖
尿
病
の
人
は
帯
状
疱
疹
に
注
意

◆
（
１
月
25
日
）
㈱
パ
リ
ミ
キ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
（
本
社
：
東
京
都
港
区
港
南
１
丁
目
、

澤
田
将
広
社
長
、
パ
リ
ミ
キ
Ｈ
Ｄ
）
に
つ
い

て
、
ル
ッ
ク
ス
オ
テ
ィ
カ
・
グ
ル
ー
プ
・
エ

ス
ピ
ー
エ
ー
は
同
日
付
け
で
財
務
省
に
５
％

ル
ー
ル
に
基
づ
く
変
更
報
告
書
を
提
出
し

た
。
報
告
義
務
発
生
日
は
１
月
18
日
。
そ
れ

に
よ
る
と
ル
ッ
ク
ス
オ
テ
ィ
カ
・
グ
ル
ー
プ
・

エ
ス
ピ
ー
エ
ー
と
共
同
保
有
者
の
福
井
め
が

ね
工
業
㈱
の
パ
リ
ミ
キ
Ｈ
Ｄ
保
有
比
率
は
直

前
の
変
更
報
告
書
に
記
載
さ
れ
た
11
・
59
％

か
ら
12
・
62
％
に
増
加
し
た
。

◆
（
１
月
31
日
）
㈱
パ
リ
ミ
キ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
（
本
社
：
東
京
都
港
区
港
南
１
丁
目
、

澤
田
将
広
社
長
、
パ
リ
ミ
キ
Ｈ
Ｄ
）
は
同
社

並
び
に
グ
ル
ー
プ
会
社
の
役
員
の
異
動
を
発

表
し
た
。
２
月
１
日
付
け
で
中
尾
文
彦
・
取

締
役
副
社
長CFO

（
取
締
役
副
社
長
）、
富

永
良
一
執
行
役
員CHRO

兼
㈱
パ
リ
ミ
キ

取
締
役
（
執
行
役
員
能
力
引
き
出
し
担
当
兼

㈱
パ
リ
ミ
キ
取
締
役
）、
以
下
グ
ル
ー
プ
関

連
会
社
の
役
員
異
動
は
１
月
１
日
付
け
で
加

山
雄
治
㈱
ク
リ
エ
イ
ト
ス
リ
ー
代
表
取
締
役

社
長
（
執
行
役
員
財
務
経
理
担
当
兼
㈱
パ
リ

ミ
キ
取
締
役
）、
塚
田
靖
㈱
オ
プ
ト
メ
イ
ク

福
井
代
表
取
締
役
社
長
兼
ク
リ
エ
イ
ト
ス
リ

ー
取
締
役
（
㈱
ク
リ
エ
イ
ト
ス
リ
ー
代
表
取

締
役
兼
㈱
オ
プ
ト
メ
イ
ク
福
井
代
表
取
締
役

社
長
）、清
水
伸
生
㈱
グ
レ
ー
ト
取
締
役
（
パ

リ
ミ
キ
執
行
役
員
商
品
担
当
）

 

◆
（
２
月
１
日
）
Ｈ
Ｏ
Ｙ
Ａ
㈱
（
本
社
：

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
、
池
田
英
一
郎
取
締

役
兼
代
表
執
行
役
員CEO

）
は
２
０
２
４

年
３
月
期
第
３
四
半
期
決
算
短
信
（IFRS

）

（
連
結
）
を
発
表
し
た
。
売
上
収
益
は
対
前

年
同
期
比
５
・
２
％
増
の
５
６
５
７
億
８
５

０
０
万
円
、
税
引
前
利
益
は
同
１
・
６
％
増

の
１
６
４
４
億
７
１
０
０
万
円
、
四
半
期
利

益
は
同
０
・
９
％
減
の
１
２
５
０
億
８
９
０

０
万
円
だ
っ
た
。

　
日
本
メ
ガ
ネ
協
会
（
東
京
都

中
央
区
日
本
橋
、
風
早
昭
正
代

表
理
事
、
略
称
：
日
メ
協
）
は
、

１
月
１
日
午
後
４
時
10
分
、
石

川
県
能
登
半
島
を
震
源
と
す

る
、
マ
グ
ネ
チ
ュ
ー
ド
７
・
６

の
地
震
を
も
た
ら
し
た
「
令
和

６
年
能
登
半
島
地
震
」
に
被
災

し
、
メ
ガ
ネ
を
な
く
し
て
不
自

由
に
さ
れ
て
い
る
被
災
者
に
向

け
、
計
６
０
０
本
の
緊
急
用
支

援
メ
ガ
ネ
を
送
付
し
た
。

　
今
回
の
支
援
活
動
は
、
日
本

眼
科
医
会
（
白
根
雅
子
会
長
）

の
「
眼
科
災
害
対
策
本
部
」
及

び
石
川
県
眼
科
医
会
（
牛
村
繁

会
長
）
か
ら
の
協
力
要
請
に
基

づ
き
、
同
協
会
の
正
副
理
事
長

会
議
で
対
応
を
検
討
。
緊
急
対

応
が
必
須
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

東
京
都
眼
科
医
会
（
福
田
敏
雅

会
長
）
の
大
規
模
災
害
対
策
事

業
へ
の
協
力
に
関
す
る
申
し
出

に
よ
り
、
２
０
２
３
年
に
東
京

眼
鏡
販
売
店
協
同
組
合
（
山
崎

親
一
理
事
長
）
が
製
造
し
、
保

管
を
委
託
さ
れ
て
い
た
大
規
模

災
害
用
支
援
メ
ガ
ネ
を
、
両
団

体
の
了
承
を
得
た
上
で
活
用
さ

れ
た
も
の
で
、
東
京
眼
鏡
販
売

店
協
同
組
合
が
寄
付
し
た
東
京

都
眼
科
医
会
の
災
害
時
用
の
メ

ガ
ネ
が
利
用
さ
れ
た
。

　
支
援
品
は
、
同
協
会
の
エ
リ

ア
活
動
委
員
会（
石
川
県
担
当
）

の
委
員
を
務
め
る
時
計
・
宝
石
・

め
が
ね
の
ハ
ル
タ
の
春
田
善
裕

様
を
通
じ
て
、
１
月
12
日
夕
、

同
眼
科
医
会
の
牛
村
会
長
に
届

け
ら
れ
た
。
今
後
、
メ
ガ
ネ
を

必
要
と
さ
れ
る
被
災
者
に
は
、

眼
科
医
の
医
療
支
援
の
中
で
、

適
切
に
利
用
さ
れ
る
予
定
。

　
送
付
さ
れ
た
メ
ガ
ネ
の
内
訳

　
中
小
眼
鏡
店
を
中
心
に
し
た

全
国
的
な
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
チ
ェ

ー
ン
組
織
・
メ
ガ
ネ
の
ウ
イ
ン

ク
チ
ェ
ー
ン
（
荒
木
康
弘
会

長
）
は
、
１
月
17
日
に
44
社
50

人
が
参
加
し
て
「
２
０
２
４
年

新
春
合
同
例
会
」
を
東
京
都
港

区
の
ア
ジ
ュ
ー
ル
竹
芝
で
開
催

し
た
。

　
合
同
例
会
は
シ
ニ
ア
世
代
に

特
化
し
た
ト
ー
タ
ル
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
㈱

サ
ン
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
太
田

明
良
社
長
に
よ
る
記
念
講
演
を

は
じ
め
、
有
益
情
報
を
研
鑽
す

る
と
と
も
に
、
会
員
同
士
の
絆

を
深
め
る
場
と
な
っ
た
。

　
当
日
は
午
後
１
時
に
開
会
。

は
じ
め
に
ウ
イ
ン
ク
チ
ェ
ー
ン

の
理
念
を
参
加
者
全
員
で
唱

和
。荒
木
会
長
の
挨
拶
で
は「
元

日
に
能
登
半
島
地
震
が
起
き
、

２
日
に
は
航
空
機
の
衝
突
事
故

が
あ
り
、
波
乱
の
年
明
け
と
な

っ
た
。
被
災
者
・
地
域
の
復
興

を
心
か
ら
祈
る
。
昨
年
、
眼
鏡

業
界
で
大
き
な
出
来
事
が
あ
っ

た
。
こ
の
こ
と
は
今
後
大
手
チ

ェ
ー
ン
を
基
軸
と
し
て
製
造
か

ら
小
売
り
に
至
る
ま
で
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
整
い
つ
つ
あ

る
事
例
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
眼
鏡
業
界
の
構
図
自
体
が

大
き
く
変
化
す
る
中
、
加
盟
店

は
、
そ
の
変
化
の
波
に
乗
り
遅

れ
る
こ
と
な
く
、
進
化
し
続
け

る
こ
と
が
必
要
。
そ
の
た
め
に

は
、
ウ
イ
ン
ク
チ
ェ
ー
ン
を
中

心
と
し
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

を
構
築
し
、
成
長
・
発
展
さ
せ

て
い
く
と
い
う
視
点
を
持
た
な

け
れ
ば
い
け
な
く
な
っ
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
本
部
が
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
り
、
組
織

力
を
発
揮
す
る
た
め
に
も
、
チ

ェ
ー
ン
の
団
結
力
が
必
要
。
団

結
力
を
高
め
る
一
日
に
し
て
ほ

し
い
」
と
し
、
今
年
の
健
闘
を

誓
い
合
っ
た
。

　
次
に
、
金
沢
市
の
太
陽
め
が

ね
・
柿
木
健
雄
社
長
か
ら
石
川

県
の
被
災
状
況
に
つ
い
て
話
が

あ
っ
た
。
柿
木
社
長
は
、
金
沢

市
の
被
害
は
少
な
か
っ
た
も
の

の
、
能
登
半
島
で
は
道
路
陥
没

や
断
水
、
停
電
な
ど
甚
大
な
被

害
が
あ
る
こ
と
、
食
料
・
水
・

暖
を
取
る
も
の
は
地
震
へ
の
備

え
と
し
て
３
日
分
は
備
蓄
し
て

ほ
し
い
と
述
べ
る
と
と
も
に
、

石
川
県
眼
科
医
会
の
要
請
を
受

け
て
、
東
京
都
眼
科
医
会
が
東

京
眼
鏡
販
売
店
協
組
か
ら
寄
付

と
し
て
受
け
取
っ
た
災
害
時
用

免疫力が大きく低下
男性より女性に傾向が強く

有
病
率
が
高
く
、
男

性
よ
り
も
女
性
の
方

に
そ
の
傾
向
が
強
い

こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
帯
状
疱
疹

ウインクチェーン新春合同例会

新春合同例会で挨拶する荒木会長

有
益
情
報
を
研
鑽
、絆
深
め
る

団
結
力
高
め
組
織
力
発
揮

荒
木
会
長
が
強
調

時
計
・
宝
飾
・
眼
鏡
１
月
下
旬

ま
で
の 

主
な
Ｉ
Ｒ
情
報

の
眼
鏡
（
既
成
老
眼
鏡
３
５
０

本
、
既
成
近
視
眼
鏡
２
５
０
本

の
合
計
６
０
０
本
）
を
被
災
地

で
支
援
活
動
を
行
う
眼
科
医
に

渡
し
た
活
動
な
ど
を
紹
介
。

　
こ
の
後
、
天
満
桂
一
代
表
取

締
役
社
長
か
ら
被
災
し
た
加
盟

店
へ
の
多
面
的
サ
ポ
ー
ト
の
表

明
、
合
同
例
会
初
参
加
者
の
紹

介
が
あ
り
、
続
い
て
㈱
サ
ン
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
太
田
氏
に
よ
る

記
念
講
演
、
厳
し
い
環
境
下
で

成
果
を
挙
げ
て
い
る
加
盟
店
の

社
長
か
ら
活
動
事
例
の
発
表
が

あ
っ
た
。

　
午
後
５
時
か
ら
、
参
加
者
や

協
力
業
者
な
ど
１
１
６
人
が
出

席
し
た
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
が
別

室
で
盛
大
に
開
か
れ
た
。
協
力

業
者
を
代
表
し
て
名
古
屋
眼
鏡

㈱
の
小
林
社
長
が
挨
拶
、
東
海

支
部
の
川
地
社
長
が
乾
杯
の
音

頭
を
発
声
。
参
加
者
が
親
睦
を

深
め
る
中
、
関
西
支
部
長
の
松

山
社
長
の
中
締
め
で
お
開
き
と

な
っ
た
。

傘一刀

２
０
１
１
年
７
月
の
回
顧
メ
モ
か
ら

　
日
本
眼
鏡
販
売
店
連
合
会

（
日
眼
連
）
の
誕
生
は
、
構
想

か
ら
誕
生
ま
で
７
年
間
を
費
や

し
、
こ
れ
を
推
進
し
た
全
日
本

眼
鏡
小
売
商
組
合
連
合
（
全
眼

連
）
で
は
、
溯
っ
て
眼
鏡
調
整

士
法
案
（
１
９
６
３
年
）
が
新

た
に
浮
上
す
る
。
こ
れ
を
推
進

し
た
の
が
当
時
全
眼
連
の
会
長

で
あ
り
全
日
本
眼
鏡
商
工
連
合

会
（
全
眼
商
工
連
）
の
薬
事
法

委
員
長
だ
っ
た
故
白
山
鎮
博
氏

（
現
在
の
白
山
聡
一
氏
の
祖
父
）

だ
。
法
案
の
内
容
が
許
可
制
だ

っ
た
こ
と
か
ら
、
会
員
の
落
ち

こ
ぼ
れ
を
懸
念
し
た
全
日
本
時

計
宝
飾
眼
鏡
小
売
商
協
同
組
合

連
合
会
（
全
時
連
）
の
猛
烈
な

反
対
に
あ
い
、
議
員
立
法
で
上

程
さ
れ
た
同
法
案
は
参
議
院
で

廃
案
と
な
っ
た
。

　
近
年
の
日
眼
連
誕
生
と
、
戦

後
国
情
の
安
定
化
の
な
か
で
眼

鏡
法
制
化
に
取
り
組
ん
だ
こ
の

二
つ
の
大
き
な
出
来
事
の
間
に

も
、
こ
れ
に
ま
さ
る
節
目
は
幾

つ
か
あ
る
が
、
今
回
は
こ
の
法

制
化
に
絡
む
団
体
発
足
の
歴
史

を
、
小
生
の
私
見
を
ま
じ
え
て

振
り
返
り
か
え
っ
て
み
た
。

　
そ
の
一
つ
は
眼
鏡
調
整
士
法

案
の
廃
案
後
に
、
当
時
、
商
工

後
こ
こ
を
眼
鏡
法
制
化
の
推
進

団
体
と
し
て
１
９
６
７
年
に
商

工
連
か
ら
独
立
さ
せ
、
教
育
と

法
制
化
の
推
進
団
体
と
し
て
動

き
出
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
独

立
に
あ
た
っ
て
も
圧
倒
的
数
を

誇
る
全
時
連
と
眼
鏡
専
門
の
全

眼
連
の
関
係
は
、
先
の
眼
鏡
調

整
士
法
案
の
後
遺
症
を
引
き
ず

る
間
柄
だ
っ
た
。

　
話
し
は
も
ど
る
が
、
振
興
会

団
結
力
高
め
組
織
力
発
揮

能
登
半
島
地
震
被
災
者

支
援
日
本
メ
ガ
ネ
協
会

メガネをなくして不自由にされている方々へ

緊急用支援メガネ６００本送付

は
、
次
の
通
り
。

　
▽
老
眼
鏡
：
プ
ラ
ス

１
・
50
／
60
本
、
同
２
・

00
／
60
本
、
同
２
・
50

／
60
本
、
＋
３
・
00
／

85
本
、
同
３
・
50
／
85

本
の
合
計
３
５
０
本
。

　
▽
近
視
用
：
マ
イ
ナ

ス
２
・
00
／
50
本
、
同

３
・
00
／
50
本
、
同
４
・

00
／
50
本
、
同
６
。
00

／
50
本
、
同
８
・
00
／

50
本
の
合
計
２
５
０
本

　
な
お
、同
協
会
で
は
、

正
副
理
事
長
が
中
心
に

な
り
、
メ
ガ
ネ
関
連
団

体
協
議
委
員
会
（
白
山

聡
一
委
員
長
）
に
参
加

す
る
業
界
団
体
や
メ
ー

カ
ー
を
通
じ
て
、
電
話

や
メ
ー
ル
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
投
稿

な
ど
を
参
考
に
眼
鏡
業
界
の
被

災
情
報
と
、
日
メ
協
会
員
の
被

災
情
報
を
収
集
し
て
い
る
。
ま

だ
、
余
震
が
続
い
て
お
り
、
被

災
地
は
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し

て
い
な
い
が
、
収
集
結
果
は
、

同
協
会
の
役
員
に
報
告
し
、
情

報
共
有
を
図
っ
て
い
く
。

老眼鏡３５０本 と近視用２５０本

ウインクチェーン新春合同例会

連
の
会
長
だ
っ
た
鳥
越
静
助
氏

（
全
眼
連
）
は
、
全
国
統
一
の

標
準
講
習
会
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
技
術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

背
景
に
、
新
た
に
眼
鏡
法
制
化

を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
。
た

び
重
な
る
会
合
を
経
て
日
本
眼

鏡
技
術
振
興
会
（
振
興
会
）
を

商
工
連
特
別
委
員
会
直
属
の
教

育
団
体
と
し
て
設
置
し
、
そ
の

は
そ
の
後
、
初
代
鳥
越
会
長
か

ら
関
口
鹿
十
郎
氏
（
全
眼
連
）

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
、
副
会

長
の
井
戸
氏
と
の
コ
ン
ビ
に
よ

る
振
興
会
が
本
格
的
に
動
き
出

し
た
。
振
興
会
の
教
育
活
動
は

全
国
統
一
標
準
講
習
会
を
第
１

次
か
ら
第
５
次
ま
で
行
い
、
眼

鏡
法
制
化
を
実
現
す
る
と
い
う

も
の
。そ
の
た
め
に
厚
生
省（
当

時
、
以
下
同
じ
）
担
当
官
だ
っ

た
竹
内
技
官
の
退
官
を
機
会
に

振
興
会
顧
問
に
迎
え
、
法
制
化

の
た
め
の
厚
生
省
と
の
パ
イ
プ

役
と
し
て
体
制
を
固
め
た
。
そ

の
一
方
で
問
題
の
眼
科
医
会
や

学
会
に
は
井
戸
氏
を
中
心
に
、

桐
沢
、
大
塚
、
中
泉
、
黒
沢
、

大
島
諸
氏
ら
眼
科
の
大
物
と
の

関
係
を
深
め
、
眼
科
、
厚
生
省

と
振
興
会
（
業
界
）
と
の
ト
ロ

業
と
、
終
局
の
目
標
で
あ
る
眼

鏡
法
制
化
実
現
へ
エ
ン
ジ
ン
を

始
動
さ
せ
た
。

　
標
準
講
習
会
は
第
３
次
（
１

９
７
６
年
）
ま
で
進
み
、
延
べ

受
講
者
は
５
３
万
６
０
０
０
人

を
超
え
、
敷
い
た
レ
ー
ル
を
変

更
す
る
こ
と
な
く
順
調
に
進
む

か
に
見
え
た
が
、
厚
生
省
松
田

課
長
の
身
分
法
否
定
発
言
（
１

イ
カ
的
力
学
に
よ

る
標
準
講
習
会
事

９
７
３
年
）
を
機
に
全
時
連
の

強
行
派
は
、
振
興
会
顧
問
の
竹

内
氏
を
解
任
し
た
。
そ
の
後
全

眼
連
で
は
岩
崎
利
一
氏
（
全
眼

連
）
の
認
定
店
を
骨
子
と
す
る

「
岩
崎
試
案
」
が
浮
上
。
ま
た
、

全
眼
商
工
連
会
長
に
堀
内
芳
喜

氏
が
就
任
（
１
０
７
４
年
）
し

た
あ
た
り
か
ら
、
振
興
会
を
強

力
に
推
進
し
て
き
た
井
戸
氏
の

立
場
は
微
妙
に
揺
る
ぎ
は
じ

め
、
主
導
権
を
込
め
た
新
し
い

動
き
が
顕
在
化
し
は
じ
め
る
。

井
戸
氏
は
た
ま
た
ま
副
会
長
の

立
場
で
、
経
済
誌
に
載
っ
た
某

社
の
累
進
焦
点
レ
ン
ズ
（
当
時

は
業
界
唯
一
だ
っ
た
）
の
批
判

記
事
を
、
振
興
会
を
利
用
し
て

配
布
し
た
と
し
て
同
レ
ン
ズ
を

扱
う
全
眼
連
か
ら
総
攻
撃
を
浴

び
、
辞
任
。
こ
の
結
果
、
卸
は

小
売
に
関
わ
る
事
業
か
ら
完
全

に
撤
退
し
た
。

眼
鏡
法
制
化
に
絡
む
団
体
発
足
の
歴
史
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シ
チ
ズ
ン
時
計
㈱
（
東
京
都
西
東
京
市
、
佐
藤
敏
彦
社
長
）
は
、
１

月
５
日
に
選
考
委
員
会
を
開
き
、「
２
０
２
３
年
シ
チ
ズ
ン
・
オ
ブ
・
ザ
・

イ
ヤ
ー
」
受
賞
者
を
決
定
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
市
民
社
会
に
感
動
を
与
え
た
良
き
市
民
を
１
年
単
位
で

選
び
顕
彰
す
る
も
の
で
、
同
社
が
１
９
９
０
年
か
ら
主
催
し
、
今
年
で

34
回
目
と
な
る
。

　
受
賞
者
に
は
、副
賞
と
し
て
賞
金
１
０
０
万
円
と
時
計
が
贈
ら
れ
た
。

　
▽
フ
ラ
ワ
ー
メ
イ
ク
ア
カ
デ

ミ
ー 

「
ブ
ラ
イ
ン
ジ
ェ
ン
ヌ
」

チ
ー
ム
　
福
岡
県
福
岡
市

　
目
が
不
自
由
で
も
自
分
で
出

来
る
化
粧
法
ブ
ラ
イ
ン
ジ
ェ
ン

ヌ
メ
イ
ク
を
考
案
し
、
視
覚
障

が
い
者
に
向
け
た
講
座
を
広

め
、
自
信
や
笑
顔
に
繋
げ
て
い

る
。

　
■
表
彰
理
由
＝
視
覚
障
が
い

者
が
、
当
事
者
の
目
線
で
教
え

る
視
覚
障
が
い
者
向
け
メ
ー
ク

は
他
に
は
な
い
も
の
で
、
ま
た

そ
れ
を
実
践
的
な
メ
ー
ク
法
と

し
て
作
り
上
げ
た
関
係
者
の
努

力
を
大
い
に
評
価
し
た
い
。「
見

え
な
く
て
も
、
メ
ー
ク
を
す
る

だ
け
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上

が
り
、自
分
ら
し
く
い
ら
れ
る
」

と
い
う
北
條
さ
ん
の
言
葉
が
印

象
的
で
あ
る
。
メ
ー
ク
が
自
信

に
つ
な
が
り
一
歩
踏
み
出
す
勇

気
を
も
た
ら
す
と
い
う
、
視
覚

障
が
い
者
に
と
っ
て
の
メ
ー
ク

の
意
味
を
掘
り
下
げ
、
社
会
に

広
め
て
い
る
意
義
は
大
き
い
。

　
▽ 

三
登 

浩
成
（
み
と 

こ
う

せ
い
）
さ
ん 

78
歳 

広
島
県
安

芸
郡
府
中
町

　
原
爆
ド
ー
ム
の
前
で
、
17
年

に
わ
た
り
国
内
外
か
ら
訪
れ
る

人
々
に
原
爆
の
実
相
を
伝
え
、

平
和
の
種
ま
き
を
続
け
る
。

　
■
表
彰
理
由
＝
延
べ
30
万
人

以
上
に
案
内
と
い
う
実
績
だ
け

で
な
く
、
自
作
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
８
カ
国
語
で
用
意
し
て
多

く
の
人
た
ち
に
分
か
り
や
す
く

伝
え
よ
う
と
す
る
努
力
と
、
胎

内
被
爆
者
と
し
て
一
つ
ひ
と

つ
、
平
和
の
種
を
ま
く
よ
う
に

言
葉
を
紡
い
で
い
く
そ
の
姿
に

人
間
的
な
力
強
さ
を
感
じ
、
感

銘
を
受
け
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や

中
東
な
ど
、
世
界
で
紛
争
が
止

ま
な
い
今
、
平
和
を
願
い
活
動

す
る
三
登
さ
ん
を
は
じ
め
と
す

る
原
爆
の
語
り
部
の
人
た
ち
の

意
味
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
き

い
と
感
じ
る
。

　
▽ 

山
田 

美
緒
（
や
ま
だ 

み

お
）
さ
ん 

41
歳   

ル
ワ
ン
ダ

共
和
国 

キ
ガ
リ
市

　
ル
ワ
ン
ダ
で
、
困
窮
す
る
シ

ン
グ
ル
マ
ザ
ー
た
ち
の
働
く
場

所
づ
く
り
や
職
業
訓
練
な
ど
、

地
域
の
お
母
さ
ん
が
笑
顔
で
暮

ら
せ
る
社
会
を
目
指
し
活
動
し

て
い
る
。

　
■
表
彰
理
由
＝
支
援
内
容

が
、
生
活
支
援
、
雇
用
促
進
、

子
ど
も
の
教
育
な
ど
と
幅
広
く

多
岐
に
わ
た
り
、
し
か
も
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
あ
る
。
ま
た
、

支
援
す
る
側
、
受
け
る
側
双
方

が
ウ
イ
ン
ウ
イ
ン
の
関
係
に
な

れ
る
取
組
み
も
あ
り
、
と
て
も

よ
く
考
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
日
本
の
若
者
に
向
け
た
次

世
代
人
材
育
成
と
い
う
面
で
も

大
き
な
貢
献
を
し
て
い
る
こ
と

も
評
価
し
た
い
。
だ
が
何
よ
り

も
、
活
動
の
中
で
、
何
度
も
裏

切
ら
れ
た
り
、
騙
さ
れ
た
り
と

様
々
な
困
難
に
遭
っ
て
も
、
そ

の
度
に
立
ち
上
が
っ
て
き
た
山

田
さ
ん
ご
本
人
の
バ
イ
タ
リ
テ

ィ
と
前
向
き
な
生
き
方
に
感
動

す
る
。

　
眼
鏡
記
者
会
２
０
２
４
年
新

春
賀
詞
交
歓
会
は
、
２
月
14
日

に
東
京
都
台
東
区
の
ジ
ュ
エ
ラ

ー
ズ
タ
ウ
ン
・
オ
ー
ラ
ム
で
行

わ
れ
る
。

　
眼
鏡
業
界
は
２
回
目
の
検
定

が
行
わ
れ
、
眼
鏡
作
製
技
能
士

が
１
６
３
８
人
新
た
に
誕
生
。

２
０
２
４
年
に
は
７
７
２
７
人

の
眼
鏡
作
製
技
能
士
が
眼
鏡
業

界
に
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
年
は
第
３
期
生
が
加
わ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
１
万
人
に
か

な
り
近
づ
き
ま
す
。
国
内
眼
鏡

店
は
１
万
５
０
０
店
舗
程
度
と

推
測
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
数

字
上
は
１
店
舗
に
一
人
の
眼
鏡

作
製
技
能
士
が
在
籍
し
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
消
費
者
に

よ
り
良
い
メ
ガ
ネ
、
視
生
活
を

送
っ
て
い
た
だ
く
環
境
が
整
い

つ
つ
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。
た
だ
、
知
識
と
技
術
と
並

ん
で
、
接
客
も
非
常
に
大
切
で

す
。
メ
ガ
ネ
は
構
造
こ
そ
シ
ン

プ
ル
で
す
が
、
視
力
の
補
正
を

行
う
機
能
商
品
で
あ
り
、
奥
深

さ
を
持
っ
て
い
ま
す
。
わ
か
り

や
す
い
説
明
、
ご
満
足
い
た
だ

け
る
接
客
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
今
回
の
講
演
で
は
、

第
２
部
の
講
演
で
茂
木
久
美
子

（
も
き 

く
み
こ
）
先
生
＝
写
真

＝
の
「
誰
も
が
幸
せ
に
な
る
販

売
の
あ
り
方
」（
仮
）（
午
後
３

時
30
分
～
午
後
４
時
50
分
）
を

行
い
ま
す
。

　
山
形
新
幹
線
の
車
内
販
売
で

片
道
54
万
円
と
い
う
と
て
つ
も

な
い
記
録
を
打
ち
た
て
た
茂
木

先
生
に
よ
る
、
お
客
様
に
幸
せ

を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
、
人
を

引
き
寄
せ
る
販
売
術
に
つ
い
て

お
話
し
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

致
し
ま
し
た
。

　
茂
木
先
生
は
、
山
形
県
天
童

市
生
ま
れ
。
山
形
新
幹
線
「
つ

ば
さ
」
の
車
内
販
売
員
時
代
、

１
日
50
万
円
以
上
を
売
り
上
げ

る
「
車
内
販
売
の
カ
リ
ス
マ
」

と
し
て
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に
取

り
上
げ
ら
れ
た
。

　
２
０
０
３
年
に
は
、
第
24
代

ミ
ス
将
棋
の
女
王
、
２
０
０
５

年
に
山
形
―
東
京
１
往
復
で
売

上
53
万
円
を
記
録
（
投
資
平
均

７
万
円
程
度
）。

　
全
国
の
企
業
な
ど
か
ら
の
講

演
依
頼
で
、
年
間
１
５
０
回
以

上
の
講
演
を
行
う
人
気
講
師
と

な
る
。車
内
販
売
を
引
退
後
は
、

企
業
研
修
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
な
ど
に
も
活
動
の
幅
を
広

げ
、
自
身
の
体
験
か
ら
考
案
し

た「KARAW
ARI-

殻
割
り-

」

と
い
う
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
人
と
企
業
の
可
能
性
を
引
き

出
し
、
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
業
を

中
心
に
働
き
方
の
変
革
に
力
を

注
い
で
い
る
。

　
著
書
に
は
「
人
の
５
倍
売
る

技
術
（
講
談
社
）」「
買
わ
ね
ぐ

て
い
い
ん
だ
（
イ
ン
フ
ォ
レ
ス

◆申込：新聞社に直接問い合わせを。
◆①銀行振込の場合は三菱ＵＦＪ銀行上野支店
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1870）へ送付
③新春賀詞交歓会当日の現金支払い

２
月
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日 

上
野
ジ
ュ
エ
ラ
ー
ズ
タ
ウ
ン
・
オ
ー
ラ
ム

お
客
様
に
幸
せ
を
感
じ
て
い
た
だ

け
る
、
人
を
引
き
寄
せ
る
販
売
術

眼鏡記者会２０２４新春賀詞交歓会のご案内

お
客
様
に
幸
せ
を
感
じ
て
い
た
だ

け
る
、
人
を
引
き
寄
せ
る
販
売
術

茂木久美子氏が講演山形新幹線の車内販売で
とてつもない記録を達成

ー
ル
切
り
の
で
き
た
く
ん
に
よ

る
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
、
や
ダ
ル

マ
、
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
な
ど
を
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
で
切
り
上
げ
大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
最
後
に

は
、
竹
田
本
部
長
の
横
顔
も
切

り
上
げ
た
。

　
次
に
、
長
年
の
防
犯
警
備
に

対
し
て
上
野
警
察
署
長
に
亀
山

名
誉
会
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
た
。
新
規
会
員
の

㈱
鈴
峯
が
紹
介
さ
れ
た
後
、
亀

山
名
誉
会
長
よ
り
理
事
の
紹
介

が
あ
り
、
前
田
知
則
副
会
長
が

３
本
締
め
を
行
っ
た
。
　

　
こ
の
後
、
亀
山
実
名
誉
会
長

が
「
山
本
会
長
は
毎
日
、
御
徒

町
を
掃
除
し
て
い
る
。
ド
ブ
の

中
の
タ
バ
コ
を
ト
ン
グ
で
拾

う
、
凄
い
人
で
す
」
と
褒
め
讃

え
乾
杯
の
発
声
を
行
い
、
宴
へ

と
移
っ
た
。

野
消
防
署
の
強
口
理
恵
子
副
所

長
、
総
合
警
備
保
障
㈱
の
竹
田

憲
吾
執
行
役
員
本
部
長
が
挨
拶

を
行
っ
た
あ
と
、
竹
田
本
部
長

か
ら
ネ
ッ
ト
ラ
ン
チ
ャ
ー
の
説

明
が
あ
り
、
実
演
も
行
わ
れ

た
。
さ
ら
に
台
東
区
議
会
の
小

坂
義
久
副
議
長
と
台
東
区
議
会

の
太
田
雅
久
議
員
が
挨
拶
を
述

べ
た
。

運
営
を
目
指
す
た
め
に
会
員
加

盟
数
を
１
０
０
社
に
務
め
ま

す
。
１
０
０
社
の
組
織
に
な
れ

ば
色
々
と
活
動
を
盛
り
上
げ
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
上
野
消
防
署

の
協
力
も
得
て
町
会
も
交
え
地

域
一
体
と
な
り
防
災
訓
練
を
予

定
し
て
い
ま
す
」
と
Ｊ
Ｔ
Ｏ
の

意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　
こ
の
後
、
来
賓
の
祝
辞
で
東

京
上
野
税
務
署
の
吉
村
秀
彦
署

長
、
警
視
庁
上
野
警
察
署
の
末

広
典
明
署
長
、
東
京
消
防
庁
上

　
挨
拶
に
立
っ
た
山
本
会
長
は

「
昨
年
６
月
に
会
長
に
就
任
し

ま
し
た
、
山
本
で
す
」
と
し
た

後
、「
約
20
年
前
に
区
の
補
助

も
あ
り
街
中
に
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

最
近
は
強
盗
・
窃
盗
事
件
が
相

次
ぎ
ま
し
た
が
、
す
べ
て
実
行

犯
は
検
挙
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
も
会
員
も
設
置
し
て
い
る
防

犯
カ
メ
ラ
の
効
力
と
警
察
の
捜

査
の
お
か
げ
で
す
。
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
」
と
安
全
性
を
強
調

し
た
。
さ
ら
に
「
会
の
健
全
な

　
ジ
ュ
エ
リ
ー
タ
ウ
ン
お
か
ち
ま
ち
（
山
本
孝
広
会
長
）
は
、
１
月

30
日
に
東
京
都
台
東
区
の
オ
ー
ラ
ム
に
関
係
者
ら
約
70
人
が
集
ま
っ

て
「
２
０
２
４
年
新
年
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
、
服
部
征
夫

台
東
区
長
や
辻
清
人
外
務
副
大
臣
、
林
家
三
平
師
匠
、
上
野
警
察
署
、

税
務
署
、
消
防
署
か
ら
も
署
長
、
副
署
長
ら
の
ほ
か
総
合
警
備
保
障

㈱
か
ら
の
参
加
も
あ
り
豪
華
な
顔
ぶ
れ
だ
っ
た
。

　
最
初
に
能
登
半
島
地
震
の
被
災
者
に
哀
悼
の
意
を
込
め
、
黙
と
う

が
行
わ
れ
た
。

ト
）」「
雑
談
接
客
で
売
上
５

倍
（
明
日
香
出
版
社
）」「
コ
ギ

ャ
ル
だ
っ
た
私
が
、
カ
リ
ス
マ

新
幹
線
販
売
員
に
な
れ
た
理
由

（
日
経
）」「
神
対
応
の
お
も
て

な
し
（
神
宮
館
）」
が
あ
る
。

　
主
な
テ
レ
ビ
出
演
は
「
激
レ

ア
さ
ん
を
連
れ
て
き
た
！
（
テ

レ
ビ
朝
日
）」「
爆
報
！
フ
ラ
イ

デ
ー（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）」「
ウ
ラ
マ
ヨ
！

（
関
西
テ
レ
ビ
）」「
東
京
号
泣

教
室
（
Ｂ
Ｓ
フ
ジ
）」「
月
曜
か

ら
夜
ふ
か
し
（
日
本
テ
レ
ビ
）」

な
ど
。

　
賀
詞
交
歓
会
に
は
、
業
種
を

問
わ
ず
、
ど
な
た
で
も
参
加
が

可
能
で
す
。

お申し込みは

　
遅
れ
て
到
着
し

た
辻
外
務
副
大

臣
、
服
部
台
東
区

長
、
上
野
観
光
連

盟
の
二
木
忠
男
名

誉
会
長
、
林
家
三

平
師
匠
が
挨
拶
を

行
っ
た
。

　
そ
し
て
、
余
興

と
し
て
幇
間
の
松

廼
家
八
好
の
芸
を

楽
し
ん
だ
。
東
京

都
議
会
の
保
坂
真

宏
議
員
の
挨
拶
の

あ
と
発
泡
ス
チ
ロ

２
０
２
２
シチズン・オブ・ザ・イヤーシチズン・オブ・ザ・イヤー

２
０
２
３

感
動
を
与
え
た
良
き
市
民
を
顕
彰
３
受
賞
者
表
彰

三登浩成さん 原爆ドームの前で１７年にわたり人々に原爆の実相を伝え続ける

山田美緒さん ルワンダで困窮するシングルマザー達の働き場所づくりに尽力

２０２３年シチズン・オブ・ザ・イヤーに輝いた人たちの表彰式

強
盗
・
窃
盗
犯
か
ら
店
を
守
る

ネ
ッ
ト
ラ
ン
チ
ャ
ー
実
演
も

地
域
一
帯
で
の

防
災
訓
練
予
定

Ｊ
Ｔ
Ｏ
飛
躍
誓
う
新
年
会

Ｊ
Ｔ
Ｏ
飛
躍
誓
う
新
年
会

Ｊ
Ｔ
Ｏ
飛
躍
誓
う
新
年
会

安心安全な街作り推進
会員１００社をめざす
安心安全な街作り推進
会員１００社をめざす

山本孝広会長が新年の決意表明

綜
合
警
備
保
障
の
竹
田

本
部
長
㊦
ネ
ッ
ト
ラ
ン

チ
ャ
ー
使
用
法
を
説
明

役員紹介

亀山名誉会長

服部台東区長

辻外務副大臣

ブ
ラ
イ
ン
ジ
ェ
ン
ヌ
チ
ー
ム

三
登
浩
成
さ
ん

山
田
美
緒
さ
ん
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